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語 学教 育 の理 念




の気付きと・ その介入への自覚によって・ 母子の心理的一体化は破 られ,
母親 が他者であることを悟る,第三者2多 くは父親が母子の絆の否定原理
として作用 し・人問は,白己を母親 との差異化の主体 として認識するよう
になる.母子一体の単極関係は,第 三者 く父親)の否定によって二極 に分裂
すると同時にエディプス的三極関係に入 り,更に,社会の中で多極関係へ
と発展 してゆく,
この過程の中で,人 間は,自国語 ・文化 との同一性も獲得するが,こ の
段階は,日本 という社会の中での成人を意味 しはしても・国際社会 とい う
より大きな文脈に浸 して見れば,生育史 における母子一体期にまだ停まっ
ていると言 えよう.自国語 ・文化 とい う母体を他者の言語 ・文化によって






を目覚めさせ,そ の母体か ら乳離れさせる機能・すなわち,自 国語 ・文化
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を否定 し自己 と他者 との差異化の過程を経験させ,よ り大きな文脈の中に
国際主体 として蘇 らせる契機を作る点にある・ 主体が 主体であるために
は・他者の存在が主体の外に認謙 されていなければならない・更に,主体








梼造 とする言語が発達 してゆく・ 「いない,い ない,ば あ」は,言 葉の発
生 と存在 ・不在 との起縁を示す 日本語の例であろう・また言語の萌芽状態




る限 り,主体は言語によって構成 されていると言 うことができるであろ
う・主体 と言語と差異とは三位一体である.
この点に,他 の教科では果たしえない外国語教育独自の意義が認められ
る・自国語 ・文化 と一体化 した主体・民族文化中心主体を否定することが
できるのは・主体が目本語 という言語によって構成 されている以上,非 日
本語言語つまり外国語の訓練だけである・更に・ 自国語 ・文化主体・いわ
ば国粋的主体の否定と,国際主体への目覚めは,自 国語 ・文化 とそこに依
拠する感性 と理性が,外 国語 との接触によって 一つ一つ具体的に否定さ





それでは・以上のような,自国語 ・文化主体の否定過程 とは,本 来どの
ような道筋を辿って展開されるのであろうか・そして,それは,ど のよう
な最終 目標を目指すものなのか,
小学校を卒業するまで・ 日本人の多 くは}母国語 と外国語 とを突 き合わ
すことなく,母国語の具体的な価値の世界に住んでいる・母国語は,特 殊
具体的な文化的文脈 と共同体的規定に縛 られてお 窮 個人の特殊具体的な
主体表現の掛け替 えのない価値 として現われている・ 自国語 ・文化の狭い
文脈の中では,こ の状態は・一応母子分離が完成し自国文化 と自己 とを同
一化 し・国粋的な主体 を獲得した段階である・この段階においては,時 折
り耳にする外国語の語句が母国語 と対置 されて訳されたとしても,それは
単純で,個別的,偶発的な翻訳形態でしかな く,全体 としては,核心 を自





けではないけれども・英語 とい う異質な言藷体験を鏡にして 目本語特有の
全体像を先取 り的に了解す るとい う経験をする・それは,英語の発音や リ
ズム,綴 り字,文 構造などの印象を鏡にして,日本語の全体像に想像的に
目覚めるとい う体験である・英語の単語や単文を日本語 と突き合わして訳
す とき,日本語 というそれまで無意識であった言語 とそれによって成 り立
っている文化意識が相対化 され}十 分,分節化 されないままではあるが認
識 され始める,
しかし,これは,局部的,潜 在的な認識であって,自 国語 ・文化 との一














質の芙語 と並べられたとき,自国語の唯一的価値は,始 めて他者 との関係




あるいは置 き換えと言 う現象を取 る言語の物々交換は,言語を個別具体的
な有用性から引き離 し,あれこれの単語や単文 レベルという限定された範
囲内ではあるが,よ り抽象的な交換関係の中に飛躍 させたのである,
これが,自 国語 ・文化の細部が,外 国語によって否定される最初の過程
















係を成立 させるような置換,個 別的,単 独的要素の置換から,全要素が参
加する全体的置換に迫 り,一般的普遍的なレベルでの互換を達成 してゆ く
という段階であろう.
厳密な意味での言語 ・文化の亙換は,本来不可能である・互換は,各 文
化 の個別性を捨象することなしには成P立 たない・それは,いわば・ 自国
語 ・文化の細部の四捨五入であ り,国粋的主体の抑圧を経た上での,他者
を含めたより広い世界の中への 蘇 りである・ つまり,自 国語 ・文化主体
は,他 国語 ・文化主体 と接 し,初 めは,他 者への自己投影や 移入によっ
て,次 に自己の否定による他者との差異化の自覚によって・最後にその差
異を創造的に超える運動によって 国際主体 として生 まれ変わるのである,
差異化を伴 う自国語 ・文化主体の抑圧 とは,白 国語の個別具体的な文化文
脈 に縛られた意味使用を解放し・全く異質で新 しい外国語 ・文化文脈 の中
に創造的に生まれ変 らす営みである・ 日本語の正統を脅かす直訳体,横 文
字の外来語の氾濫などの中にも・ 自国語 ・文化の抑圧の崩芽形態は認めら
れるし,古 くは,純漢文,漢 文直訳体,記録体,侯文体,宜 命体,和 漢混
清体など様々な文体の中に抑圧の諸形態を発見することができた・ 中国
語 ・文化の分野においては,こ の長い抑圧形態の後に,江戸期には,生 き





るという一種の不可知論,あ るいは,本 国人話者 に生まれない限 り他国
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語 ・文化などマスターできはしないという経験主義 の壁にぶつからざるを
えない,己れの語学力に関しては,な にがしかの自信 を同国人に対 して懐
きながら,本国人に対 しては服従するという矛盾に陥る・ この不安定な心
理状態が,日 本祉会の上下関係,経 歴による差別,上 昇志向と結び付い
て,語学的中流意識を形成 し,ある揚合には,プチブル根性の語学版 とな
って,大 学語学教員の心にヒニラルキーを形づ くる.学 位 を持つ本国人,
学位を持つバイ リンギュアル,外 国での学位を持つ日本人,学 位のない在
外経験者の日本人,在外経験の全 くない目本人とい う序列である・大学の
語学教員は,こ のヒエラルキーの中間に位置 し,外国語 ・文化に通じた知
識人 としての上澄み的見識 と,日本的義理人情 とに分裂 し,いわゆる 「和





としてのみ見倣され,そ こに立ち入って相互の体系の変革 を計 りっっ,意
志や情念のレベルに達する新 しい第三の言語 ・文化 の地平を創造的に切 り
拓 く姿勢の未熟さにある・両国語 ・文化の意味を変革してゆく国際主体 に
なによりも欠かせないのは,既 存の言語 ・文化の体系を静的 なものとして
把えるのではなく・動いてゆくもの,よ り普遍的な交流を目指す運動 とし
て把える視点である・両者の相互変革という視点は,対象 とする外国語 ・








も・マスターなどできないから自国語へ戻 るしかないとす る考えも・同 じ
単一的同一性への回帰願望から生まれ る・ そ こには,差 異化 された他者
と,その値者 と自己 との相互変革による第三の主体の形成 という視点がな
い・外国語教育とは,他 国語 ・文化への同一化でも自国語 ・文化への回帰
でもない第三の道を拓 くことである・それは,外国語教育が一定の規模で













つま り,外国語教育の最終目標は,異文化の間に,互 いの言語 ・文化 を素
材を使用しながら新 しい調和を打ち立てる創造性の獲得にあり,その能力
は・交流をとおして発展 し,存在する自他の言語 ・文化のどちらかをその










様な個別的発達段階 と多様な要求を持 つ学生に対 し7柔軟で創造的な運営
を心掛け,画一的な押し付けにならない多様な発展の道筋を発見 してゆか
なければならない,年 齢,経 験,専 攻,関 心や能力,自 覚の深 さに応 じ















場によつて,侵 略による遺伝子混合本能の充足は・ もはや機能 しえな くな
った・今,必 要なことは・平和的交流 とい う習慣の国際化であり・それに
よる主体の国際的成熟による国際結婚の一般化であろう・それが,人間の
類 としての減亡を招 きかねない核戦争を回避 しつつ・ジーン・プールの混
交 を広 く活発にしてゆく新 しい道である・人類 が・有史以来繰 り返 して来





からではなかろ うか・階層,文化,人 種 を超 えた民主化は,広範囲の遺伝
子の混合の可能性を拓 くからである・いまや・種 としての人類そのものの
存続を脅かす核戦争よりは,平和を日指 しつつも困難 と苦痛 を伴 う人種 と




目米の大企業の儲けに直接繋がらない とい う理 由で,公教育:二おける英語
教育は週三時問に減 らされ,解体されつっある・その一方で,第 四次臨敦
審答申に見られるような教育の民活化が画策 され,教 育機関を企業教育 の
ために多目的に利用し,民間の教育産業,情 報産業,建 築産業に対 して教
育施設を開放 し,「インテ リジエント」 化 して食 いものにしようとする計
画が進められている.そ こでなされる語学教育は,企業的実用本位 の米会
話に変えられつつある・ これは・ 日米の 大企業の商略のためのr企業語
学」に他ならない・第三の主体形成を可能にする自国語 ・文化 の否定や差
異化,創 造性への契機を欠き,相手国の言語を主体 と切 り離 して道具化す
る侵略的性格を持つ語学だからである.
同様に,日本の大企業は,多国籍企業を増加 させてきた,日本の大企業
の43.9パー セン トが海外に進出 し,繊維や電機の海外生産の割合は,20
から30パー セン トに達 している・2000年までに,海 外直接投資残高は9












自国とを止揚する言語 ・文化を切 ウ開 く姿勢を持って進む必要があろう.
そうした意味で語学教育の理念は,な によりもまず教員に自己変革を迫 ら
ずにはいないし,自己変革の契機を忘れた外国語は,必ず,コ ンプレック
スと優越感に挾まれた差別主義に堕する他なくなるのである・
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